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教育委員会２月報告  

 令和５年３月１日  

 

中学校福祉体験学習 実施  

令和５年２月２日（木）、三重県社会福祉協議会から車イスバスケットチーム「三重チャリオッツ」

の皆様をお招きし、町体育館にて中学１・２年生の福祉体験学習が行われた。当日は、車イスバス

ケットのゲームのデモンストレーションを見せていただき、そのスピードやテクニック、迫力ある動きに生

徒たちからは思わず感嘆の声や拍手が沸き起こった。その後、実際に車イスに乗って動きを教えてい

ただき、生徒同士で簡単な試合を行った。 

今回の学習を通して、生徒たちは障がいのある方の努力や生き方に理解を深め、共生の大切さ

を実感でき、とても貴重な体験となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木曽岬町子ども議会  開催   

令和５年２月３日（金）、小学校６年生児童による「木曽岬町子ども議会」を開催した。この取り

組みは今回で１７回目を迎え、今年は予定通り議場で開催することができた。当日は、６年Ａ組が２

つのグループに分かれ、４題ずつ質問内容を事前に考え、一般質問に臨んだ。それぞれの質問に対

して、役場の各担当課長より丁寧な答弁があり、子どもたちが真剣な眼差しで聞き入る姿が見られ、

町のことや学校生活のことを一生懸命考えていこうという思いが伝わってきた。 

子ども議会の質問議員と質問項目  

＜６年Ａ組 第１グループ＞            ＜６年Ａ組 第２グループ＞ 

・質問１「津波・避難タワーについて」       ・質問１「木曽岬町内バスについて」 

・質問２「木曽岬町の交通安全について」      ・質問２「ペットの交流場所について」 

・質問３「高齢者の津波の避難について」      ・質問３「中学校の部活動について」 

・質問４「体を動かす場所が少ないことについて」  ・質問４「道路の清掃について」 
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木曽岬産「新海苔」を給食で提供  

  令和５年２月３日、こども園・小中学校の子ども達に、節分の給食メニュー「キンパ（韓国風のりま

き）」として、木曽岬産「新海苔」を提供した。この「新海苔」は、木曽岬町の海苔・シジミ操業者で

組織する「水産業振興部会」より、海苔の日（２月６日）にちなんで寄贈いただいたもので、新海苔

がとれるこの時期に、木曽岬町の特産品である「海苔」に親しんでもらいたいとの願いが込められて

いる。子ども達は、１人１人が１枚ずつ板海苔を手に取り、できたての新海苔の風味とパリパリ感を

味 わ っ て い

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３７回木曽岬輪中駅伝大会 開催  

令和５年２月５日（日）、体育協会主催による「第３７回木曽岬輪中駅伝大会」が開催された。 

新型コロナの影響で３年ぶりの開催となった今大会には、一般の部９チーム、中学生男子の部４チ

ーム、中学生女子の部２チーム、スポ少の部４チームの全１９チームが参加し、木曽岬町役場から北

部クリーンセンター前までの往復２kmのコースを、各チーム６人の走者がタスキを繋ぎ競いあった。レ

ースでは、タスキリレーの度に「ナイスラン！」「ファイト！」といった選手同士の掛け声や応援団の声援

が聞かれるなど活気あふれる大会となった。 

なお、主な結果は次のとおり。 

◆部門別総合成績  

部門  優勝  準優勝  第 3 位  

一般の部  伊勢湾岸クリニック  日本ハム食品Ａ 美し国駅伝木曽岬町代表ﾁｰﾑ 

中学生男子の部  たくみんブラザーズ 卓球部Ａ 野球部１年  

中学生女子の部  バレーボール部  ソフトテニス部  － 

スポーツ少年団の部  ミニバスＢ ミニバスＣ ミニバスＡ 
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木曽岬小学校 現場見学会 実施  

令和５年１月３１日には４年生、２月７日には６年生が対象で、木曽岬町の堤防護岸工事や排水

機場整備を行っている会社の方々から、工事の様子や「なぜこうした工事を行っているのか」につい

てお話いただく現場見学会が行われた。当日は、スライドでの説明に加えて、津波の仕組み等の実

験を披露していただき、子どもたちは具体的なイメージを持つことができた。 

子どもたちからは、「木曽岬町を守るために工事をしてくれていてすごいと思う」、「堤防や排水機

場の大切さがよく分かった」とか、「建設業に入って重機を動かしてみたくなった」など様々な感想が

寄せられ、大変充実した見学会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生と町議会議員とのふるさと懇談会 開催  

令和５年２月８日（水）、中学校の防災多目的ホールにて「中学生と町議会議員とのふるさと懇

談会」を開催した。この取り組みは、平成３１年２月に第１回が行われて以降、新型コロナウイルス感

染症の影響による中止を経て、３年ぶりの開催となった。当日は、中学２年生の生徒が８つのグルー

プに分かれ、各グループに１名ずつ議員の方々が入り進行役をしていただきながら、「将来も住み続

けたいと思える町」や「町を良くするために自分たちができること」などについて意見交流を行った。

今回の貴重な経験を通して、生徒たちはまた一つふるさと木曽岬について考えを深められた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年 第１回教育委員会 開催 

令和５年２月１０日（金） 役場４階会議室にて開催した。 

概要は、次のとおり。 

＜審議事項＞ 

○ 議案第１号  令和５年度卒業式、令和６年度入学式  

の日程について 

＜報告事項＞ 
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・令和５年度木曽岬町こども園・学校教育基本方針について 

・令和５年度の中学校部活動について 

・令和４年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査の結果について 

・令和４年度英検チャレンジ事業の実績報告について 

・郷土学習（子ども議会・ふるさと懇談会）の実施について 

・教育委員会実施事業記録について 

 

 

小学校６年生を送る会 実施  

令和５年２月１５日（水） 、町体育館にて「６年生を送る会」が行われた。ここ数年、新型コロナウ

イルス感染症の影響で、リモートによる中継等で実施してきたが、今年度は、児童の観覧場所をフロ

アーとギャラリーに分散させるなど、感染防止対策を十分に行いながら、児童が体育館に一堂に会

して実施することとした。子どもたちは、本番に向けて歌や呼びかけの練習に頑張って取り組み、当

日は、一人一人が一生懸命「ありがとう」の気持ちを伝えることができた。 

なお、今年度も感染拡大防止の観点から、保護者の参観は控えていただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１６回 美し国三重市町対抗駅伝 開催  

令和５年２月１９日（日）、県庁前（津市）～三重交通Ｇスポーツの杜伊勢（伊勢市）１０区間４２．

１９５㎞をコースとし、市町対抗で行われる“第１６回美し国三重市町対抗駅伝”が開催された。令

和２年２月に第１３回大会が行われて以降、新型コロナウイルス感染症の影響により２度の中止を

経て、３年ぶりの開催となった。 

木曽岬町チームは、チームカラーの赤・青・黄で配色したユニホームを着用し、小雨の中、沿道の

声援をうけながら懸命にタスキをつないだ。木曽岬町チームは全２９チーム中２９位（２時間５５分３１

秒）という結果で、全区間を走りきることができた。 

大会当日には、副町長や議長をはじめ、町民の皆さんやサポートスタッフが競技場に応援に駆け

つけ、選手を勇気づけるエールを送っていた。 
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令和５年 第２回教育委員会 開催  

令和５年２月２４日（金） 役場４階会議室にて開催した。概要は、次のとおり。 

＜審議事項＞ 

○ 議案第２号   令和４年度末  小・中学校教職員人事異動の内申について  

＜協議事項＞ 

  ○ 令和５年度の教育課題に対する取り組みについて 

    ・園・学校教育の充実による「確かな学力」の育成  

（英語教育、読書活動を含む） 

    ・いじめ防止や不登校対策の推進  

    ・部活動の地域移行に向けた取り組みの推進  

    ・コミュニティ・スクールの充実（郷土教育を含む） 

    ・園、小中学校１２年間を見据えた連携教育の推進  

    ・教職員の資質向上と業務改善の推進  

    ・学びを支える教育環境の整備  

    ・夢や目標に向かってがんばる木曽岬っ子応援キャンペーンの推進  

＜報告事項＞ 

・木曽岬町教育基本方針に係る重点項目「オリジナル５プラス１」の取組状況の総括評価について 

・教育委員会実施事業記録について 

 

 

みえミュージアムセミナー移動講座「川瀬巴水  作品とその生涯」 開催   

令和５年２月２５日(土)、町民ホールにて、みえミュージアムセミナー移動講座「川瀬巴水  作品と

その生涯」を開催した。 

これは、三重県生涯学習センターが県内市町を巡る移動

講座として教育委員会と文化協会、パラミタミュージアムと

の共催事業として開講したものであり、昨年度には「浮世絵

の世界」と題して浮世絵の特徴を作品の映像を交えながら

解説していただいたもので、昨年度に引き続き第２弾として

本イベントを開催した。講師にはパラミタミュージアム学芸員

の衣斐唯子先生に務めていただき、大正から昭和にかけて

活躍した木版画家の川瀬巴水について代表的な作品を紹

介しつつその生涯を解説していただいた。 

 

 


